
100 No. 627/October 2012

グロサリー・ストアに見る人材活用の多様性

本年 4 月から客員研究員としてカリフォルニア大学
バークレー校にきている。今回が初めての海外研究生
活であり，また私自身が米国の人事管理に詳しいとは
いえないので，この連載では私の日常生活で経験した
話題を中心にお伝えしたいと思う。

ご承知の方も多いかもしれないが，カリフォルニア
はオーガニックブームである。私の住むバークレーに
も幾つかグロサリー・ストア（いわゆる食料品のスー
パーマーケット）があるが，どこに行っても野菜・果
物コーナーには「Organic」のポップが並んでいる。
オーガニックに限らず当地の野菜や果物は美味しく，
週 1 回のグロサリーでの買い物は私の楽しみの一つと
なった。そうしたなかでもちろん興味があるのは米国
企業の人材活用である。当地の主要なグロサリーをご
紹介したうえで日米の人材活用を比較してみよう。

最初に紹介する A は米国を代表するグロサリー・
チェーンの一つである。カリフォルニアを本拠地に
米国とカナダに約 1700 店舗を展開しており，バーク
レー周辺にも 10 店舗はある。店内は野球場ほど広く，
天井は高く照明も明るい。野菜・果物から肉・シー
フード，冷凍食品，ワイン・ビール，日用品まで幅広
く取り揃え，デリコーナーもある。価格は主要なグロ
サリーのなかでは安く，会員カードを提示すれば更に
値引きされる。店舗の従業員は約 200 名で，その約
7 割がパートタイム従業員である。従業員の担当業務
はレジ，野菜・果物，肉，デリなど部門ごとに区分さ
れ，それぞれ明確に定められている。店舗の業務を細
分化し分業を進めることは人員管理をするうえで効率

的なのだろう。彼らによれば，先輩の指導のもとで仕
事を通じて業務スキルを身に付けるのが基本であるも
のの，E ラーニングなどの教育システムも用意されて
いるという。ただ（全員とは言わないが）従業員の対
応は必ずしも良いとはいえない。商品の場所をたずね
ても「それは私の担当でないから他の人に聞いて」と
相手にされないこともある。価格が安いのだからこの
程度のことはがまんしなければなるまい。

次の B は A とは対照的にバークレーに 1 店舗しか
ない中小のグロサリーである。オーガニックの野菜や
果物を中心とした品揃えは地元でも評判だ。店内はバ
スケットボールコートほどの広さでやや薄暗く，野菜
や果物が所狭しと積み上げられ，市場に来たような気
分になる。地元の農家から仕入れる季節ごとの野菜や
果物の種類は実に豊富で，今の時期ならトマトだけで
も 5 〜 6 種類，ピーチは 10 種類以上あるだろう。青
梗菜や茄子，茸などアジア系の野菜もある。ただ，価
格は A よりもやや高めだ。B の従業員は約 40 名で，
A とは異なりその殆どがフルタイム従業員である。
彼らの担当業務はレジや品出し，陳列などそれぞれ決
められている。皆忙しそうに野菜や果物を陳列してお
り，顧客と会話している余裕はなさそうだ。彼らによ
ると，新規の従業員にはベテランの従業員がついて仕
事を教えるが，体系的なトレーニングの仕組みはない
という。価格は少し高いが，新鮮なオーガニックの野
菜や果物を買えるのだからよしとしよう。

続く C は近年日本の小売業でも注目されているグ
ロサリーの一つで，エコバッグは観光客のお土産とし
ても人気がある。カリフォルニアを中心に全米に約
400 店舗を展開しており，バークレー周辺にも 5 店舗
を構える。野菜・果物から日用品まで一通りあり価格
も安いが，商品の種類は少ない。ただ，C の魅力は A
や B にはない，冷凍食品やチーズ，コーヒーといっ
た加工食品のユニークさにある。C は世界各地から商
品を仕入れ，その殆どを自社ブランドとして販売して
いる。C のロゴの入ったカラフルなパッケージは見る
だけでも楽しい。バスケットボールコートほどの店内
は明るく，壁面には船や海がペイントされ，商品の
ポップも全て手書きで描かれている。店舗の従業員数
は 30 名ほどで，フルタイム従業員とパートタイム従
業員の構成比率はおよそ 4 対 6 である。従業員の担当
業務は A や B に比べて幅広くフレキシブルだ。野菜・
果物コーナーに従事する従業員もレジが混雑すれば応
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援にかけつけてくる。彼らの話では，採用されると 
1 〜 2 週間先輩の指導のもとでトレーニングを受ける
という。この間に商品知識や業務スキルはもちろん，
店内でのチームワーキングや顧客へのホスピタリティ
の重要性を訓練される。確かに C の従業員は質問に
も笑顔で丁寧に対応してくれたり，お勧めの商品や調
理法を教えてくれたりするなど，顧客への対応は抜群
によい。C の顧客の中には従業員との対話を楽しみに
買い物に来るファンが多いという。グロサリーの魅力
が商品や価格だけでなく，従業員のサービスにも支え
られていることを実感する。

米国に来て数カ月が経過し，A で日用品を，B で野
菜や果物を，C で肉や加工食品を購入するのが私の典
型的な買い物パターンとなった。車の移動が少し面倒
な気もするが，3 つのグロサリーにはそれぞれ違った
良さがあるのだ。だが，自分の買い物パターンを自画
自賛していたのも束の間，知人の日本人研究者が通っ
ていたのは D である。D は自宅から最も遠いのだが，
私も行くことを勧められた。D は当地のグロサリー
では最も新しくバークレーに 2 店舗しかないが，店内
は A のように広くて明るく，野菜・果物から日用品
まで取り揃え，デリだけでなくカフェも併設されてい
る。D の最大の魅力はその圧倒的な品揃えである。
野菜や果物は B のように種類が多く，しかも安い。
冷凍食品やチーズ，ワイン・ビール，デリなども驚く
ほどのバラエティーである。多様な人種の顧客を意識
してか，中華系の食材や日本の調味料なども充実して
いる。D は他のいいとこ取りをしているように見える
が，私のように週 1 回のまとめ買いをする顧客にとっ
て一つの店舗ですべての買い物を済ませられるのはあ
りがたい。店舗の従業員数は約 200 名でフルタイム従
業員とパートタイム従業員がほぼ同数だが，その構成
比率は部門ごとに異なり，野菜・果物，肉やシーフー 
ド，ワイン・ビールなどの部門にはフルタイム従業員
が多く，デリやカフェにはパートタイム従業員が多く
配置されているという。商品知識が必要とされる業務
にはフルタイム従業員を，単純業務にはパートタイム
従業員を配置しているということだろうか。従業員の
担当業務は部門ごとに割り当てられているものの，C
のように店内のチームワーキングや顧客サービスの重
要性も教育されているという。実際にお勧めのワイン
を聞けば詳しく教えてくれるし，商品の場所をたずね
ればきちんと案内してくれる。従業員の対応は丁寧

で，初めて訪れた私も気持ちよく買い物を楽しむこと
ができた。

上記に紹介した事例はいずれもバークレーで創業し
たり，カリフォルニアを本拠地として全米展開したり
しているグロサリーである。もちろんバークレーには
オーガニックを中心とした品揃えでテキサスを本拠地
に全米に展開している P や，高級食品を専門に取り
扱っているQなどもある。私が訪問した限りではいず 
れも多くの顧客で賑わっているから，それぞれの店舗
経営や人材活用はうまくいっていると見てよさそうだ。

ここまで紹介してきて私は困ってしまった。日米の
人材活用を比較してご報告するつもりが，米国のグロ
サリーの典型的な人材活用とは何かがよく分からなく
なってしまったのである。店内の品揃えや価格だけで
なく，フルタイム従業員とパートタイム従業員の組み
合わせや従業員の担当業務の範囲，従業員のトレー 
ニングなどはさまざまである。米国企業の人事管理を
専門に研究されている方々からお叱りを受けてしまう
かもしれないが，恥ずかしながら私などは「米国企業
の人事管理は……」と米国の人材活用を一括りにして
語ってしまいがちであった。また，一括りとは言わな
くとも，業種や職種ごとに典型的な，標準的な人材活
用があるという前提で議論していたことも多かったよ
うに思う。もっとも上記以外の企業を観察対象に加え
ていけば，平均値や最大公約数といえるような人材活
用が見つかるのかもしれない。だが，少なくともこの
バークレーという狭い土地で，グロサリーという業種
のなかに見る人材活用は実に多様である。本来企業の
人事管理は多様なのだ。

だがそのように感じながらも，ややしつこいのだ
が，米国のグロサリーにはやはり典型的な，標準的な
人材活用があるのではないだろうか。そう考えて私
はカリフォルニアに長く住む友人（といっても 70 歳
近い大先輩である）のリチャードにたずねてみた。リ
チャードはたしなめるように私に言ったのである。

「トモ，アメリカに，少なくともカリフォルニアに
ティピカルとかスタンダードはないよ。あるのは多様
性なんだ」。
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